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着ぐるみを活用したコミュニケーション能力育成
プログラムの効果の検証 *
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１．はじめに
若者のコミュニケーション力や主体的行動力、協調
性といった能力の向上は、社会や教育機関における大
きな問題となっており、様々な角度からアプローチさ
れてきている。
高知大学では地域や団体等の協力を得て、長期間に
わたる実習授業（地域協働入門、地域協働企画立案、
地域協働実習）を実施している。この中で明らかに
なったことは、道路の草刈り作業やデータ入力、資料
の作成といった人との接触が比較的少ない実習は学生
の抵抗が少ないのに対し、ヒアリング調査や多様な年
代との協働作業といった人と関わることへの積極性が
弱いことである。
コミュニケーションは頭で理解するだけでは不十分
で、行動に移し体験を積み重ねることで、その能力は
高まるものである。しかしながら、行動の心理的ハー
ドルが高いと、学生の多くはアクションを起こさない
傾向があり、このハードルの「低さ」をいかにして創
り出すかが、これまでの課題であった。
2009年に学生が参加した商店街での着ぐるみパレー
ドや、2011年度の授業プログラムとして商店街と中山
間地での実習において、学生が着ぐるみを着て人とふ
れ合う機会を取り入れてきた。そこでの学生の様子を
観察する中で、言葉が使えなくてもコミュニケーショ
ンを図ろうとし、他者とのふれ合いを楽しんでいる様
子が、学生に見られることを発見した。
背景として、「ひこにゃん」や「せんとくん」「くま
モン」といった「ゆるキャラ」ブームによって着ぐる
みへの関心が全国的に高まっており、学生が着ぐるみ
を着るための心理的なハードルは低くなっている。加
えて、高知県にはアンパンマンの作者であるやなせた
かし氏がデザインした着ぐるみや、その他の地域キャ
ラクターの着ぐるみが数多くある。このことを背景に
して学生のコミュニケーション能力の育成に着ぐるみ
が役立つと考えた。
本学の2012年度１年生10名（全員女子）を対象に、
着ぐるみを活用したコミュニケーション能力育成を目
的とした授業プログラムを試行した。本研究は、その
効果を検証するものである。
２．授業プログラム内容
まず先に、考案した着ぐるみを活用した授業プログ
ラムを概観する。表１にある通り４段階に分けた授業
プログラムで行った。
授業は、１年生を対象とする共通教育「課題探究実
践セミナー地域協働入門Ⅱ（１学期集中講義）」の受講
生10名を対象にした。
効果の検証は行動観察と意識調査の両面から進めて
いった。意識調査は、授業ごとの振り返りレポート、
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授業成果プレゼンテーション、期末レポート、授業終
了時の感想を撮影したビデオのコメントをもとにし
た。
着ぐるみはオリジナルで制作したイヌ・ウサギ・ク
ジラの全身が隠れる簡易構造の３体を用意し主に使用
した。着ぐるみ特有の動きについての実技指導は、劇
団で着ぐるみを使った演劇等の実績がある方に外部講
師としてご協力いただいた。
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【表１】授業プログラム内容一覧
日付･場所･協力者 プログラム内容 取組みのポイント
第
一
段
階
第１回授業(4/12)
学内教室
マイベスト着ぐるみ発表 着ぐるみ体験の共有
グループ討議（なぜ着ぐるみが好かれるか） 着ぐるみの魅力の共有
着ぐるみイヌとのふれ合い 授業への興味喚起
着ぐるみの掟の徹底 注意事項確認
第２回授業(4/19)
学内教室
外部講師
着ぐるみ実演（ウサギとジャンケン） イメージ喚起
だるまさんが転んだ
（全員で実施後、２グループに分かれ観察）
見られることへの意識
歩き方を見て状況を当てる 動きから想像する
準備・掃除、片づけ 協力関係の醸成
第１回演習(5/6)
高知市中心商店街
着ぐるみ体験
（交代で着ぐるみを着て商店街を歩く）
商店街マスコット２体（エスくん、ピイちゃん）
大学所有３体（イヌ、ウサギ、クジラ）
未知への体験
通行客とのふれ合い
サポートの必要性
危険体験
第３回授業(5/17)
学内教室
外部講師
グループ討議 商店街での着ぐるみ体験振り返り
①ヒヤリハット（危なかったことの抽出）
②その原因を考える（自己要因と外部要因）
③着ぐるみを着ていなくても同じ危険を感じる人
④危険を感じる人に何をするべきか
自己行動の確認
他者への意識
社会・弱者への関心
命令されたことをイメージして走る（坂がある、バ
ナナが落ちている等）
動きの表現
ミラー（向かい合った者と同じ動きをする）
シャドー（他者の背後で同じ動きをする）
他者の動きを感じて、次の行動
を察する
用意された台本で、MC（Master of Ceremonies:司
会者）と動きを考え発表（４グループ）
台本を考える準備
受講態度とアンケートをもとにグループ分け（2グ
ループ）
グループ内関係構築と課題達成
他グループとの切磋琢磨
第
二
段
階
第４回授業(6/7)
学内教室
外部講師
グループごとに考えたショーを演じてみる
（３分程度の子ども向けオリジナル着ぐるみ
ショー）
頭でイメージしたことと実際の
違い
他グループへのフィードバック（良かった点、修正
すると良い点、子どもとして見て感じたこと等）
観客としての視点
感じたことを明確に伝える
グループ討議 外部講師を交え台本を改善 他者の意見を取り入れる
動きの修正 空間・人の気配を感じる
改善して演じる 客観的に自己を見つめる
第５回授業(6/21)
学内教室
外部講師
見えないボールを回す（どんなボールか言って表現）
ステージ枠内で動く（追いかける、動き出しを見て
動く）
表現と受け答え
他者の動きを意識、予測する
着ぐるみの動きを見て表現したい感情を当てる 頭でのイメージとの違いを知る
最も視野が狭い着ぐるみに全員で入る 思いやり、サポートへの気づき
前回のショーのビデオを見て改善点を話し合う 客観的な視点からの気づき
①第１段階
第１〜３回授業と第１回演習からなる第１段階は、
着ぐるみに触れ、自己の身体と他者との関係を意識し、
関心を持たせる内容である。
第１回授業では、過去の着ぐるみ体験をともに、着
ぐるみが好かれる要因を考え、着ぐるみを使用するに
あたっての注意事項を「着ぐるみの掟」１）として示し
た。この掟には、自分自身の安全確保、他者・物に配
慮させる意味が込められている。
第２回授業は、外部講師による着ぐるみを使った簡
単なゲームを体験し、これから行うことへのイメージ
を膨らませ、見られることを意識させることとした。
授業は広い空間を必要とし、ストレッチのため床に
座ったり寝転がることもある。机の移動や授業開始前
の掃除は、以後毎回学生が行うこととした。
第１回演習は、写真１２）のとおり本格的構造の商店
街キャラクターの着ぐるみ２体３）を借用し、二つのグ
ループに分かれ商店街を歩いてみることとした。予備
知識を入れずに着ぐるみで行動することでの気づきを
１）着ぐるみの掟 ７カ条（むりはするな、ひとりになるな・ひと
りにするな、水を飲め、火に近づくな、身なりを整えろ、だい
じに扱え、夢を壊すな）
２）掲載写真はすべて筆者撮影
３）やなせたかし氏が高知市中心商店街マスコットとしてデザイン
したエスくん・ピイちゃん
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第
二
段
階
第２回演習(6/27)
大学学食前
大学学食前で昼休みにショーを披露（２グループ） ショーを通してやってみる経験
第６回授業(6/28)
学内教室
外部講師
走ってきて、人にアピール１回目（目を合わせポー
ズを決める）
相手の目を見て、自分を見てと
いう思いを伝える
シャドーバレーボール（見えないボール） 送り手と受け手相互の意識を高
める
走ってきて、人にアピール２回目 １回目との変化を見る
学食前ショーの振り返り（ビデオを見て、改善点を
発表し合う）
自分とグループ、観客の視点か
らどうすれば良いか考える
第
三
段
階
第３回演習(7/7)
杉の子せと幼稚園
夕涼み会
ショー本番１回目
幼稚園夕涼み会
ステージで、園児と保護者を前に各グループで
ショーを披露（MCを含め５分程度のショー）
考えてきたことを実行してみる
自己の行動、仲間との関係、観
客・地域社会との関係を考える
成功と失敗から学ぶ
第４回演習(7/14)
高知市中心商店街
土曜夜市
ショー本番２回目
商店街土曜夜市イベントで、通行人を前に各グルー
プでショーを披露（MCを含め５分程度のショー）
考えてきたことを実行してみる
自己の行動、仲間との関係、観
客・地域社会との関係を考える
成功と失敗から学ぶ
第
四
段
階
第７回授業(8/2)
学内教室
グループ・個人成果発表 考えを伝える、他者の意見を聴
く
グループメンバーへのフィードバック（良い点と改
善すると良くなる点を伝える）
他者への思いを伝える
自己を見つめる
アンケートへの記入 自己評価、授業評価
レポート 期末レポート 自己変化の明確化と意識づけ
授業 ２コマ連続（90分×２）、演習は内容により時間調整
写真１
確認するためである。
第３回授業は、商店街での体験をもとにした振り返
りを行い、着ぐるみを着て危険を感じたことをもとに
考えを深めた。動きの表現と他者への意識を高めるた
めに、「坂がある」「たるが転がってきた」などの命令
に合わせて動作をイメージして動くことや、写真２の
ように相手と同じ動きをするミラーとシャドーを行っ
た。その後、予め外部講師が用意した台本をもとに、
即興で短い芝居を４つのグループに分かれて演じる体
験をし、様々な演劇の台本を参考に外部講師からオリ
ジナル台本を創作するにあたってのアドバイスを得
た。
②第２段階
第４〜６回授業と第２回演習からなる第２段階で
は、グループでオリジナルショーの台本を考案し仕上
げていく過程を通して、自グループメンバー、他グルー
プメンバーと切磋琢磨することで、多様な意見を取り
入れ、自己の視点を広めることを目的とした。
第４回授業は、グループごとに考えてきた３分程度
のショーを演じてみて、自グループ内での気づきと、
他グループからのアドバイスをもとに改善点を討議し
た。併せて実際に行うステージの広さをもとに、その
空間での人の動きを確認した。
第５回授業は、身体を使った表現方法と、他者の動
きを意識させるために３種類のゲームを行った。一つ
目は「熱い」「重い」「ねばねばした」など、実際には
存在しない “見えないボール” の状態を言った後、そ
の状態を身体で表現し隣の人にボールを渡す。渡され
た人はその状態を意識した反応を行い、ボールを回し
ていくゲーム。二つ目は、着ぐるみの動きを見て、そ
の感情を当てるゲーム（写真３）。三つ目は視野が狭
く動きが制限されるクジラの着ぐるみをサポートして
障害物に当たらないように進むゲーム（写真４）を行っ
た。さらにショーのビデオをもとに、自己と自グルー
プを客観的に見て修正を加え、両グルーブのショーを
完成させる。
第２回演習は、写真５のように学生が多い昼休み時
を狙って学食前でふたつのショーを披露し、練習過程
を見ていない人に対して初めてショーを演じる経験を
させ、反応をもとに修正を加えた。
第６回授業は、第２回演習ビデオをもとに、学生間
で改善点を話し合うこととした。相手の目を見て意思
が十分伝えられていないことが外部講師から指摘さ
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写真２
写真３
写真４
れ、座っている教員に対し、学生が一人ずつ走ってき
て前に止まり、写真６のように自由なポーズを決めて
アピールを行った後、見えないボールを使ったシャ
ドーバレーボールで、送り手と受け手が互いに意識し
合うことを体験。そこで気づいたことを学生に確認さ
せ２回目のアピールを行い、１回目と２回目での違い
を学生に考えさせることとした。
③第３段階
この段階は、これまで学んだことを本番で実行でき
るか、本番の緊張感の中で、できたことと失敗したこ
とから、学びを得ていくことを目的とした。さらに自
己を見つめ直し、仲間との関係、観客や演習場所を提
供してもらった団体等との関係から社会とのかかわり
を考える場とした。演習場所は２か所。ひとつは幼稚
園の夕涼み会４）のステージを借りて、休憩を挟んで２
つのショーを行った。もうひとつは商店街イベント５）
の１か所を借りて、両グループ各３回、計６回のステー
ジを行った。必ず全員が１回以上着ぐるみに入ること
とし、役割を固定しないようにした。また終了後には、
振り返りの時間を取った。
④第４段階
最終段階は、グループと学生ごとの個人プレゼンで、
授業全体の振り返りを行った。その後、グループ内の
他メンバーに対するポジティブフィードバック（良い
点）とチャンスフィードバック（改善すると良くなる
点）を伝え、他者と自己を見つめ直させた。さらにレ
ポートと、授業の感想を30秒で述べるビデオ撮影を行
い、授業に対する意見を多く拾うように工夫した。
３．学生の反応と意識変化
各段階で学生が何に気づき、意識がどのように変化
してきたのか、授業内でのグループワーク、授業と演
習終了後の振り返りレポート、期末レポートをもとに
追ってみる。なお、学生の記述は原文を極力生かすよ
うにしたが、文章を簡潔に、重複する内容は一つにま
とめるなど一部修正している。
①第１段階
この段階は、まだ学生が互いに面識が薄く遠慮が見
られる。表２にあるように着ぐるみに入った経験がな
いことでの戸惑いと驚きが前面に出ている。
第１回授業は、各自の着ぐるみ体験を遠慮しながら
話し合うなかで、自分では思い浮かばない視点の意見
に新鮮な印象を受け、グループで意見を交わすことの
大切さに気づいている。
第２回授業は、「だるまさんが転んだ」が、何の役に
立つのか、意味を考える以前に気恥ずかしさが先に
立ったようであるが、身体を使った表現による印象の
違いを感じ取っている。授業前後での机の移動や床の
掃除は、一部の積極的な学生が動き、他の学生は周り
４）学校法人宮地学園杉の子せと幼稚園「夕涼み会」のプログラム
のひとつとして実施
５）毎年７月土曜夜に高知市中心商店街アーケードで開催される
「土曜夜市」
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写真５
写真６
− 46−
【表２】第１段階での学生の意識
振り返り項目 学生の記述
第
一
回
授
業
自分の中での発見 ・着ぐるみは話せないがジェスチャーでコミュニケーションできる
・着ぐるみの中にいる人は、いろんなことを考えなければならない
仲間との関係での発見 ・着ぐるみは一人で着ることができないので、仲間の協力が大切
・仲間と話し合うことで、自分が考えていなかったことが学べる
・人見知りという人が何人もいて驚いた。人見知り=行動に移せないではない
・話すことが苦手でも、伝えようという気持ちがあれば分かってもらえる
第
二
回
授
業
自分の中での発見 ・見ている側は面白さや楽しさを求めていたので、応えられるようにしなければ
いけない
・人に見られている時と見られていない時で意識が変わった
・人に見られていると思うように動けない
仲間との関係での発見 ・お互いに笑顔だと会話がしやすい
・人に見られていることを意識すると、人を楽しませようという気持ちになる
・歩き方で印象が変わる
第
一
回
演
習
︵
商
店
街
︶
着ぐるみに入ってみて
思ったこと
・視界が狭すぎて、子どもが見えない
・後ろからたたかれると、すごく怖い
・すごく暑い
・距離感が分からない
・話せないので、動きでコミュニケーションを取ることの難しさ
着ぐるみを着ている仲
間を見て思ったこと
・段差などに気づけない
・人がどこにいるか分かっていない
・子どもの目線までしゃがんだ方がよい
・動きを工夫している人としていない人では近づきやすさが全然違う
着ぐるみをサポートし
ている仲間を見て思っ
たこと
・先を読んで行動していた
・ずっとサポートしていると近寄りがたい、ただサポートするだけではいけない
・細かい指示を出した方が動きやすそう
・写真を撮ってあげていたのは気が回っていて良い
・キャラクターの名前や設定を聞かれたときのために頭に入れておくべき
着ぐるみをサポートし
て思ったこと
・普段気にならない段差も着ぐるみを着るととても怖いものになる
・周りを見て行動することが一番大事
・「こんにちは」と話しかけると親しみやすい、笑顔が大事
・時間に気を配って無理をさせないことが非常に大事
自分の中での発見 ・着ぐるみで、いざ子どもとふれ合おうと思っても、思うように身動きがとれな
い
・着ぐるみに反応するのは子どもだけかと思っていたが、お年寄り、大人も幅広
く反応してくれたのに驚き
・いつも自分が着ぐるみに接する態度は、もしかすると中の人の恐怖をあおって
いるかもしれない
・着ぐるみを着ていると普段の自分とは違った人になれる、しんどいけど楽しい
・失態を見せないよう仲間との連携や体調管理が重要
仲間との関係での発見 ・一人ではできないことを、仲間がいることによってできることを改めて認識し
た
・次に何をしてあげれば良いか考えて行動した
・サポートする人がいないとできない
・サポートを信頼すればある程度大胆なことができる
通行人・子どもとの関
係での発見
・着ぐるみを見ると笑顔になった
・子どもが近寄って来て接することができるのはすごく嬉しい
・子どもは背が低く目線が低いので、しゃがむなどして目線を合わせることが大
切
・手を振ったり握手すると喜んでくれるので、もっと喜ばせたいと思った
で見ている状況であった。
商店街での第１回演習は、着ぐるみに入って感じる
視界の狭さ、動き難さ、暑さといった感覚的なことか
ら未知の体験への恐怖が表れている。その経験から、
いままで意識しなかった様々なことに思考が広がって
いる。
ひとつは、街にあふれる危険への意識である。着ぐ
るみを着ると、足元が良く見えないため、少しの段差
でも躓いたり、街路に出されている鉢植えにぶつかり
こけそうになる。また走り回る子どもの動きや、走っ
て来る自転車など、普段の状態では目で見てすぐ対処
できることが着ぐるみでは困難なことを、体感を伴っ
て理解している。
二つ目は、仲間との関係からの気づきである。着ぐ
るみを着ている学生は、サポートする学生に「大丈夫」
と声をかけてもらえたことや、的確に周囲の状況を知
らせてもらうことによる安心感や仲間のありがたさを
実感することとなる。サポート学生は、先を予測して
声掛けをするが、着ぐるみに入っている仲間に対して、
どういう行動を行うべきか体感を通して考えるように
なっている。
三つ目は、通行人に対してのコミュニケーションの
広がりである。慣れてくると「こんにちは」と声掛け
をしたり写真を撮ることで、近づきやすくなることへ
の気づきが見られる。着ぐるみに反応するのは子ども
だけでなく、大人、お年寄りも幅広く反応することに
驚き、さらにみんなが笑顔になる喜びを感じ取ってい
る。
これらの体験や気づきを着ぐるみ脱着時に学生同士
で意見を交わすことで、行動に工夫が加えられるよう
になった。
第３回授業では、まず商店街演習での危険体験を振
り返ることで、先に述べた身の回りにあるバリアの問
題や、弱者への視点の広がりがみられた。着ぐるみ以
外の人で同様な危険を感じると思う人を学生に問う
と、視覚障害者、車いすなど足が不自由な人、高齢者、
妊婦、骨折している人などの答えが返ってきた。次に
それらの人たちに自分は何ができるかと考えさせる
と、「声をかける」「障害物をどける」「見守る」「肩を
貸す」「荷物を持つ」「手を引いてあげる」「道を空ける」
「車いす専用の駐車場は使わない」「点字ブロック上に
駐輪しない」「元気な人は頑張って階段を使う」など
次々に出てくる。身体に重りやメガネを装着して行う
バリアフリー体験があるが、これは予め、体の動きや
感覚が制限されることを予測してからの体験となる。
これに対して着ぐるみによる体験は予備知識なしで、
身体感覚が損なわれる着ぐるみの空間の中で周辺環境
を意識することになり、より自分のこととして捉えら
れやすくなるのではないかと考えられる。
その後、グループで着ぐるみショーを実施していく
ために必要な表現や動きの感覚をつかむために行う
シャドーとミラーを行い、他者の身体の動きや見え方
を確認した。
次に、予め用意した「MC主体で着ぐるみを紹介」
「着ぐるみ主体のパフォーマンス」「ジャンケンで観客
を巻き込み、声をかけながら退場」「着ぐるみ２体の行
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第
三
回
授
業
自分の中での発見 ・やりたくてMCをしたが、人前に出ると頭が真っ白くなり自分のやりたいよう
にできなかった、難しい
・着ぐるみを使って感情表現するのは難しい
・大きな動きをしないと伝えたいことが伝わらない
・観客を楽しませるにはMCや着ぐるみに入っている人の行動が重要
・相手の動きに合わせて身体を動かすのは、先が読めないとバラバラになる
・自分でとっさに動きを考えるのは難しい
仲間との関係での発見 ・他の演技の発表を見て、観客を楽しませてすごいと思った
・台本を作るときの話し合いで意見を出し合うことや、着ぐるみのサポートをし
たり助け合うことが大事
・演じている側の盛り上がりで観客のテンションも変わる
・台本を考えるときは、一人一人がアイデアを出していくとより良くなる
・シャドーとミラーは、相手のことを一番に考えて動くので意外と難しい
動だけで表現する」の４つの台本をもとにした即興劇
を考え演じてみた。これにより感情や考えを、身体の
動きで表現することの難しさや、演じる側と観客との
関係、役割での助け合いの大切さに気づきを得ている。
ここまでの授業と演習は、グループメンバーを固定
せず行ってきたが、第二段階以降はショーを中心とし
たプログラム内容になるため、５人ずつ２グループに
分けた。
その最初のグループワークとして授業時間外にオリ
ジナル台本を考えさせた。グループごとに集め考えて
きたアイデアを聞いたところ、第３回授業で外部講師
が用意した台本を元にしたものばかりであり、自分で
考えようとする意思が感じられなかったことは残念で
あった。これまでの授業と演習で、グループで協力す
ることや意見を出し合うことの重要性、自分の行動が
相手に与える影響についてのコメントが挙がっていた
が、それが実際の行動に移せていないことの表れであ
る。頭でわかっても行動に移せない、この壁を超える
ことが難しいのである。そのため教員が中心となって
学生から小さなアイデアの種を導き出し、それを元に
次回授業までに台本として仕上げることにした。
②第２段階
第２段階ではショーを完成させていく過程で、グ
ループ内の協力関係、仲間（着ぐるみ、MC、サポー
ト）と観客の視点で何をすべきかを考えることにした。
授業と演習での学生の意識は表３の通りである。
第４回授業では、グループごとに考えた３分程度の
着ぐるみショー「Aグループ：まねまねゲーム６)」「B
グループ：おたのしみ劇７)」を演じ、その結果を元に意
６）３体の着ぐるみが、スポーツ選手や歌手のジェスチャーをして
観客が当てるゲーム
７）イヌがウサギにいたずらすることを、クジラと観客が止めさせ
仲直りさせる寸劇
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【表３】第２段階での学生の意識
振り返り項目 学生のコメント
第
四
回
授
業
自分の中での発見 ・子どもの感覚など観客の立場から見るのが初めてで新しい感覚
・ショーを考える時は、やりやすさと、相手や皆を思いやる気持ちが大切
・ショーを見ていた人たちの意見は客観的で、自分たちが気づかないことだらけ
・練習することが大切、台本の流れを理解する、大きな動きが大事
・観客に話しかけることが、一番観客を巻き込める
・着ぐるみを着ていると間隔が分かりにくい
・元気でオーバーに動くと子どもや相手に伝わりやすい
・見ていて着ぐるみが来てくれると嬉しく感じる
・実際にやってみないと分からないことだらけ
・自分たちが気づかいないようなことを、他の人は気づいてくれることもある
仲間との関係での発見 ・周りの意見が自分より優れていたので、これから皆の意見をどんどん取り入れ
てよいショーにしていきたい
・言葉が詰まってもフォローしてくれるので助かった
・演じている側は、観客が参加しやすい雰囲気をつくるのも大事
・狭い空間で何体もの着ぐるみがいると動きづらい
･改善すべきことを的確に紙に書いてくれて、どこを直したらよいか考えやす
かった
・自分だけでは出てこない意見が出てきたり話し合いやすかった
・意思を通じ合わすことは難しい、間違っていると言いたくても着ぐるみだから
言えないというもどかしさがある
・グループの中で意見を出し合うことで、洗練された演出ができるようになる
・一人でできなかったことが、皆となら簡単になる
見を出し合い改善した。着ぐるみを脱いだ後に、学生
が活発に意見を交わす様子が見られたが、これは着ぐ
るみを着ている時には自由に話せないため、脱いだ後
の解放感が作用していると考えられる。
互いのショーを見て話し合ったことで、仲間の意見
の優れた点や別グループからの違った視点での指摘が
成長につながることに気づいている。一人でできな
かったことを、仲間と一緒ならできるといった充実感
も感じているようである。
第５回授業では、他者の動きを意識し予測すること
や、ショーのビデオを見ての改善を行った。自分では
十分だと思っていても修正点があることに気づくな
ど、自己を客観的に捉え、仲間との関係の中で自分の
行動の見つめ直しができている。さらに観客の視点か
ら行動を顧みる意識の広がりがみられる。このことは
自己中心的になりがちな若者の思考特性を、着ぐるみ
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第
五
回
授
業
自分の中での発見 ・自分は十分と考えていたが、ビデオを見ると違った
・舞台の上では、ぶつからないように相手を思いやる気持ちが大切
・着ぐるみの中だと感情が思うように伝わらない、普段は顔で表すけど行動だけ
では難しい
・お客さんの方を向いてはきはきしゃべる
・周りを置いてけぼりにしないことが大事
・クジラはかなり動きが難しい、自分の状況を伝えるのは難しいけど面白い
仲間との関係での発見 ・間をなくすために何か動きを二人でする
・お客さんは必ずしも良い反応を示してくれるわけではない
・連携を図ることは本当に大切
・サポートがあると動きやすくなる
・改善するところを仲間と話し合うことで、自分では気づかいなことに触れるこ
とができた
第
二
回
演
習
︵
学
食
前
︶
自分の中での発見 ・恥ずかしがるほうが、もっと恥ずかしい
・観客の反応をもらえるとテンションが上がってやりやすくなる
・観客に近づいて行ったほうが喜ばれる
・着ぐるみは面白い、握手を求められてうれしかった
・人がいたらやはり恥ずかしい、人前に立つことに慣れたい
・アクシデントに対応する力を養わなければならない
・台本通りにできなかった、照れながらするよりも思い切ってするほうが良い
仲間との関係での発見 ・もっと話し合って連携が必要、連携が取れていないと場がしらけてしまう
・観客との交流があったらもっと盛り上がった
・皆の中でチーム力があるなと実感した
・誘導があったからやりやすかった
・観客がいてのびのびと演じることが楽しかった
第
六
回
授
業
自分の中での発見 ・人に言われて気づくことが多い
・ビデオを見て第三者になることで発見するところもあった
・練習不足
・子どもの目線になって考える必要がある
・自分を見てというアピールは必要
・恥ずかしがっていたが、そこを堂々とやればこそである
・ビデオを見たら自分は思ったより動けていなかった
仲間との関係での発見 ・連携が大切、話し合いをきちんとしておくべき
・連携がうまくいっていないと全てグダグダ、始まりと終わりがきちっとできて
いないとダメ
・互いのグループの反省点を言い合い、気づかなかった部分に気づけた
・自分の観点以外の意見を聞き、取り入れることができた
・着ぐるみの立ち位置や動きは、自分たちだけでは分からないので、別チームか
らの指摘が役立った
を用いることで他者との関係から見つめ直させる訓練
になると思われる。
第２回演習は昼休みで賑わっている学食前で、観客
を前にして初めてショーを披露し、本番に向けての修
正点をみつけた。人前に出ることでの恥ずかしさは見
られるが、着ぐるみに対する観客の反応が予想外に良
く、演じることの楽しさを感じている。マイクの不調
によるアクシデントで台本通りにできなかったことは
あるが、仲間が協力して行動できたことが見て取れる。
第６回授業の中で、ビデオを見て個人とグループで
第２回演習の反省をしたが、着ぐるみの共通体験を重
ねることで、互いに高め合う意識が固まってきている
様子が出ている。「自分の観点以外の意見を聞き、取
り入れることができた」「互いのチームの反省点を言
い合い、気づかなかった部分に気づけた」「人に言われ
て気づくことが多い」といった気づきが多くみられる
ようになってきた。連携や話し合いの大切さといった
チームワークへの意識の高まりも見られる。また恥ず
かしさに負けず自分の壁を乗り越えようとしている面
が出てきたことは、第２段階で注目すべき点である。
③第３段階
第３段階では、練習してきたショーを幼稚園と商店
街で披露し、表４にある通り自己の行動が与える仲間
や観客の反応の中から有意義な気づきを導き出してい
る。グループごとにショーの前後に観客と触れ合うプ
ログラムを加え約５分間の構成で臨んだ。
幼稚園夕涼み会では、学生は観客の多さへの戸惑い
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【表４】第３段階での学生の意識
振り返り項目 学生の振り返り
第
三
回
演
習
︵
幼
稚
園
︶
自分の中での発見 ・マイクが思ったより通っていなかった
・子どもの笑顔を見ていると自分の中に楽しみを作り出した
・着ぐるみという顔が見えない状態で人前に出ることは恥ずかしくない
・本番は意外に自分も楽しめた
仲間との関係での発見 ・マイクが通っているかなど、サポートできることはもっとあった
・裏方に回ったときに互いの役割を認識していなかった
・丸覚えしたことをするのではなく、その場にあったことを練習をベースにする
ことが大事、アドリブも必要
・メンバーの協力があって、マイクの調整や音楽を流すことができた
・マイクトラブルの時、他チームがいたおかげで気持ち的に本当に助かった
・具合が少し悪くなったが、仲間の気づかいで和らいだ
観客との関係での発見 ・インタビューする中で改善点を言ってもらい参考にしたい
・子どもの目線は思っていた以上に低い
・思ったより反応がいい
・観客に助けられることがたくさんあった
今回の演習の自分に
とっての意味
・やりきった感じはあるが反省点も多く、もっと頑張ろう
・一生懸命練習した苦労が報われた
・誰かを楽しませる喜びを知った
・子どもたちの笑顔はすごく嬉しい
・今まで自分のMCはダメだと思っていたが楽しんでもらえたので嬉しかった、
次はもっと自信を持ってできると思う
・着ぐるみの中にいてしゃべっているわけではなかったが、いろいろと学ぶこと
が多かった、少しは自分に自信かついた気がする
・いつもやる前は憂鬱で本当に嫌になることが多いが、やると楽しくてやってよ
かった、やる前に嫌なイメージだけでやめるのでなく何でも挑戦していきたい
・コミュニケーション能力が低い自分にとり、能力を少しでも高めることができ
たので、とても意味のあるものになった
・地域の人とふれ合うことの温かさや重要性を知った、コミュニケーションは難
しいものだが、このような発表を通してスキルアップできていければよい
と準備不足から、開始時間の遅れ、音響機器のチェッ
ク不備による音量不足、着ぐるみに着替えている様子
を子どもに覗かれるという失敗はあったが、メンバー
の連携や機転を利かした行動で乗り切ることができ
た。これらの失敗経験が、与えられた役割への認識と、
仲間との協力意識を高める学習になっていることが学
生の振り返りから読み取れる。
反省点は多いものの、写真７、８に見られるように
ショーは多くの観客に見てもらうことができ子どもた
ちに喜ばれた。学生は、子どもたちの笑顔と観客の反
応から人を楽しませる喜びを知り達成感を得ている。
「いつもやる前は憂鬱で本当に嫌になることが多いが、
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今回の演習の社会との
つながりの中での意味
・反応があってよかった
・親子に楽しみを与えられたことが嬉しく自分も楽しめた
・見てくれ楽しんでくれる観客がいることで、やっている自分自身も楽しめた
・社会とつながることは自分のための良い経験、自分たちばかりで盛り上がるの
でなく、観客に助けられて盛り上がる、一方的なことでは成り立たない
・普段あまり子どもと話したことがないので良い機会となった
・周りの方々に支えられて今回の発表はうまくいった、ステージの用意など自分
たちだけではできない
第
四
回
演
習
︵
商
店
街
︶
自分の中での発見 ・緊張するのは仕方ないかもしれないが、そこからどう自分のモチベーションを
もっていくかを見つめ直さなければいけない
・初めてMCをして、顔が見える環境でショーをすることはすごく緊張する
・人を惹きつけることは大変、グダグダしていたら観客はいなくなる
仲間との関係での発見 ・人が行き交う中で移動に不安があったが、サポートがしっかり誘導してくれて
助かった
・仲間がフォローしてくれたり、自分がフォローしたり支え合ってショーをやり
遂げた、皆がいない状態ならハプニングに対処しきれなかった
・気づいたらすぐにサポートしてくれて助かった
・着ぐるみをする時は、仲間との信頼が何よりも必要だと思った
観客との関係での発見 ・観客を誘導するのが難しかった、話しかけるのにためらいがあった
・観客を前に誘導するときに身体全体で誘導することが大切だと分かった
・着ぐるみが自分たちと観客との懸け橋であることをはっきり感じた
今回の演習の自分に
とっての意味
・不特定多数の人の前に立っての発表に慣れること
・未知の状況に対応する能力養成
・着ぐるみに入って戸惑うこともあったが、たくさんの人と握手することで人と
接するのが苦手な私にとってコミュニケーション能力を高める良い機会となっ
た
・自分の積極性を引き出さなければならなかったが、それが逆に楽しく有意義な
時間だった
・多くの方に楽しんでもらい、今までで一番やりがいを感じた
･ 練習を積み重ねることがすごく大切だとショーをやって分かった、思うだけ
じゃなく行動に移すことが大事だと分かった
・観客とコミュニケーションを取るのはMCと着ぐるみだけだと思っていたが、
サポートも観客にかかわることを痛感した、その難しさも知れた
・何かを伝えたいという気持ちだけではショーは成功しないし、仲間との協力が
あって成り立つことを改めて感じた
・周りの人に対する配慮など、様々なことを学ぶいい機会だった
今回の演習の社会との
つながりの中での意味
･ 場所を提供してくれたお店や周りの支えがなければショーはできなかったの
で、ひとつのことをやり遂げるには協力することが大切だと気づいた
・社会に支えられていると感じた
・笑顔が人を惹きつけることを学んだ
・着ぐるみの授業はプレゼンや社会に出てからの活動に生きてくると思う
・社会とつながることは、人ともつながること
やると楽しくてやってよかった。やる前に嫌なイメー
ジだけでやめるのでなく何でも挑戦していきたい」「コ
ミュニケーション能力が低い自分にとり、能力を少し
でも高めることができたので、とても意味のあるもの
になった」という学生の振り返りからも、この経験か
ら自信を得たことが確認される。
さらに注目すべき点は、自分と仲間以外の他者や社
会に対し関心が向かっていることである。親子に楽し
んでもらったことだけでなく、観客やステージを提供
してくれた幼稚園など周りの人の支えがあってこそ発
表ができたことを捉えた振り返りが見られる。「地域
の人とふれ合うことの温かさや重要性を知った。コ
ミュニケーションは難しいものだが、このような発表
を通してスキルアップできていければよい」という振
り返りは、まさしくコミュニケーション能力を自ら育
てていく土台となる学びであったことを表していると
言える。
今回の失敗と多くの学びの経験は、個人だけでなく
チームとしての協力意識も大きく向上させたことが、
次の商店街での演習で明らかになった。
商店街イベントでは、18時から21時までの間に、30
分ごとに交代して両グループ各３回、計６回のショー
を写真９のように行った。
幼稚園での反省から、マイクの音量確認は両グルー
プが協力して、エリア内の各位置で聞こえ具合を念入
りにチェックし手でサインを送り合う姿が見られ、両
グループが協力し合う意識がより高くなっていた。
ショー開始後に、着ぐるみから首が見えタオルが出た
ことや、音楽をタイミングよく出せなかったことなど
多くのハプニングはあったが、仲間がサポートし合う
ことで乗り切った充実感を、表４の通り多く意識して
いる。
− 52−
写真７
写真８
写真９
写真10
特に商店街は幼稚園と違い、始めからショーを見よ
うと人が待ってくれるわけではない。様々な催しや店
が並ぶ中で、立ち止まって見てもらう必要があるため、
人見知りの学生にはハードルは高く、誘導の難しさや
戸惑いを学生は感じることになる。だが仲間同士でア
イデアを出し合い積極的な行動を起こすことで克服で
きたことが、学生の振り返りから確認できる。
また各グループ３回ずつショーを行えたことから、
これまで MCのみを担当した学生も必ず１回は着ぐ
るみに入るように、逆に着ぐるみばかりを担当した学
生にはMCをするよう指示した。その結果、それぞれ
の立場での違いや、サポートのありがたさに改めて気
づくこととなった。加えてショーの入れ替え時には、
写真10にあるようにグループを越え全員で反省点や改
善策を話し合う姿が見られ、失敗を次に生かし回を重
ねるごとにショーの充実と観客とのふれ合いが増して
いった。１回で終わらず、短時間の間に計画・実行・
評価・改善の PDCAサイクルを回すことの効果は大
きく、今後の教育プログラム開発に取り入れていきた
い。
以上のように商店街では、仲間、観客、商店・商店
街といった社会との関係の中で自ら行動することによ
り、多角的なコミュニケーション体験を得ることがで
き、自己成長を実感する機会であったことが分かる。
④第４段階
最終段階は表５の通り、グループ・個人のプレゼン
テーションと、ビデオカメラに向かって語った授業の
感想から、学生の生き生きした変化が確認できる。
注目すべき点は、照れや恥を捨てられるようになっ
たことで、自分の殻を破っていることである。殻に閉
じこもっていてはコミュニケーションは広がらない。
その殻を破ったことで、新しい自分を実感し、一歩踏
み出す勇気や夢を語ったプレゼンテーションは、実に
すがすがしいものであった。
ビデオでのコメントでも、着ぐるみ経験を通して自
分の成長や授業の効果が多く語られている。
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【表５】授業全体を振り返った学生の意識
振り返り項目 学生の振り返り （A・B:グループ ①〜⑩:学生）
グ
ル
ー
プ
＜プレゼン＞
グループ内での意識
や行動、関係の変化
A 照れがなくなった、仲良くなった、メンバーを思いやることの大切さを知った、
一皮むけた！、阿吽の呼吸、自己の役割がわかって行動しやすくなった
B お互い壁を作っていた→オープンな関係に！！！！
頼れるようになった、仲間のことを考えて行動するように
個
人
＜プレゼン＞
着ぐるみが自分に与
えた影響
① 人と関わることの意味、視野が広がった、人との接し方、コミュニケーション
の取り方、地域活性の意味
② 着ぐるみマジックにかかった
恥ずかしがらずに活動できる、新しい自分が芽生える、チームが団結
③ 自分がどう見られているか、どうすれば注目してもらえるか考えるようになっ
た、大学でこれからしたいことをやっていく自信がついた、MCをしたことで
ハプニングに対応する力がついた、何かをやり遂げる達成感を知ることができ
た
④ 一歩踏み出す勇気が身についた
MCをするときは緊張するし恥ずかしい→実際MCをすることで自分の殻を
破る
⑤ 恥を捨てるということ→着ぐるみを着ていても中身は自分であって、普段の自
分を捨てなければ着ぐるみにはなりきれないと感じた
動作も感情を伝える上でとても重要な役割である→着ぐるみは言葉を発するこ
とができないので、動作が大事であることを痛感した
⑥ 自分が伝えたいように伝える→相手にどういう風に見えているか意識する
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個
人
＜プレゼン＞
着ぐるみが自分に与
えた影響
⑦ 皆を笑わせること楽しませることがもっと好きになった、常に自分の役割を意
識、失敗を次に生かす能力が身についた、コミュニケーションの取り方が変わっ
た、自分自身でない物体として人と関わることの難しさ
⑧ 恥を捨てられるようになった、人の気持ちを考えられるようになった、表現力
が身についた
⑨ 慣れは怖い、練習の大切さ、協力しあうことの大切さ
⑩ 相手にどう見られているか考える、話の構想について考える、演じることの難
しさを知る、仲間のありがたさを知る、コミュニケーションのあり方を知る、
夢を与えるとは何かを考える
＜ビデオ＞
授業終了後の感想
① 地域の人たちといろいろと関わることによって自分も成長できたし、地域活性
にも貢献できたかなと思う。コミュニケーション力が付いたり、もっと自分が
積極的にいろんな行動をしたりすることができて、新しい自分を発見すること
ができた。視野が広がったり、周りの意見を聞くことによって、もっと自分も
頑張らなければいけないなと考えるところがあった。
② この授業を通して、人からどう見られるかをすごく気にするようになった。こ
の授業の感想は、とにかく楽しかったというのが大きい。最初はとにかく正直
めんどくさかった。だけど人の笑顔を見ていると、めんどくさいから楽しい変
化があると思う。
③ 授業を体験して学んだことはいっぱいある。まず人とのコミュニケーションを
多く取れたこと。みんな仲良くなれて楽しかった。すごく。最初はいろんな人
がいるので、仲良くなれないかなと思っていたが、あまり人見知りも発揮せず、
うまくいったと思う。このメンバーはこれからも仲良くしていけるかなと思
う。すごく楽しかった。
④ 何でもめんどくさいと思うことでもチャレンジしてみることが大事だなと思っ
た。最初、本当にこんなことをしなければいけないのかなというふうにずっと
思って、でも、やってみると意外と楽しくて、やり終わった後も他の授業なん
かよりもずっと学ぶことが多かったと思う。今までの高校の授業では、ものす
ごく受け身だったので、大学での授業は、自分からどんどん積極的にチャレン
ジしていくことが大事だとこの授業で感じたので、これからは自分が興味ある
ことは、どんどんチャレンジしていこうかと思う。
⑤ 授業を通して、恥を捨てることと、笑顔が大事だということを一番学んだと思
う。恥がある間は一歩踏み出すにも、ちゃんと踏み出せていない気がする。と
にかく恥を捨てたことで吹っ切れたことがあったと思う。笑顔は人を引き付け
るものだと思うので、これからも笑顔を大切にして過ごしていきたい。この授
業を受けて本当に良かったと思う。
⑥ 着ぐるみを着てみて、初め着る前は、着ぐるみは着るだけ、着て何かをすると
しか考えていなかったが、そうではなくて着ぐるみを着ることは、着るだけで
なく、それをサポートする人もいればMCをする人もいる、お客さんのことを
考えてブルーシートを引くことを考えたり、時間の正確さを必要としたり、す
ごくいろんな要素が着ぐるみに含まれていて、着ぐるみを着てコミュニケー
ションを考えるということは、着ぐるみを着て一対一でやるのではなく、グルー
プで何かして、お客さんとかいろんな人を取り込んでいくことが、着ぐるみを
着てのコミュニケーションなのかと勝手に思っている。
⑦ 授業を受けて楽しかった。着ぐるみを着ることで、いろんな感動をさせたい楽
しませたいという思いを抱きながらやっていたので、自分も楽しめた。
⑧ 私は積極性が足りなかったが、少しだけ積極性が出てきたと思う。友達としゃ
べるときに動作が多くなったり、そういう効果が出てきたと思う。人に伝えや
すいようしゃべることに気を付けるようになったこともこの授業で学んだこ
と。本当に受けて良かったと思っている。
⑨ 授業を受けてクジラの着ぐるみしか着ていなかったので、クジラが好きになっ
た。MCは苦手。人前で話すのがあまり苦ではなくなった。たぶん。
４．着ぐるみが与えた効果の分析
表６の授業の前後に行ったアンケートによると、初
回授業の「自分はコミュニケーションが得意である」
という質問に対し、「どちらかと言えばそう」と答えた
学生は10人中５人であったが、終了時には全員が「授
業を受けてコミュニケーションに自信が持てるように
なった」に「どちらかと言えばそう」と回答している。
今回試行した着ぐるみを活用したコミュニケーショ
ン能力育成プログラムの効果を分析すると、図１の通
り自己客観力、他者思慮力、協働達成力、社会関心力、
自己突破力の５つの力の高まりを学生に与えていると
考えられる。
①自己客観力
着ぐるみの中に入ることで体感することは、視界の
悪さ、音の聞こえづらさ、動きづらさに加え、嫌になっ
ても途中で人前で着ぐるみを脱ぐことができず自分で
何とか対処しなければならないことである。着ぐるみ
の空間の中で感じる孤独感が、自己を客観視する機会
を与えると考えられる。さらに言葉が話せない中で、
着ぐるみを着た自分の行動が、人からどう見られてい
るかを意識することになる。日常で何気なく行ってい
る顔を見合わせ、言葉を使って行うコミュニケーショ
ンが、いかに楽であったかを逆に思い知らされるので
ある。このように非日常の世界に身を置くことで、人
の意見を聞くことの大切さや、仲間の反応をより意識
化させることにつながり、日常の自己行動を客観的に
振り返ることになる。
②他者思慮力
仲間や観客が何を求めているのか、何をしてあげれ
ば良いのかを察し、思いやりを行動に移す力である。
着ぐるみショーでは、着ぐるみを着た仲間に対し、
MCとサポートがその場その場の状況から、何をすれ
ば良いのかを考えなければならない。また着ぐるみと
違い顔を出してマイクで話すMCには、その他のメン
バーとは違う重圧がかかっている。メンバーの互いの
動きを見て意思疎通を図っていかなければならない。
慣れてくると互いに何をすれば良いか察せられる体験
はより連帯感を高めることになる。
観客に対しても、ショーを楽しんでもらうために何
をしなければならないか、事前に準備し、ショーの途
中でも自分たちで考え改善し、行動に移さなければな
らない。気持ち良く見てもらうためには何をすれば良
いか、観客を引きつけるのにはどうすれば良いか、子
どもたちに接するにはどうすれば良いかなどを、自分
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個
人
＜ビデオ＞
授業終了後の感想
⑩ 授業を受けて、夢を与えることにすごい興味を持って、夢を与える仕事をした
いと思うようになった。演技とかも後々生きてくると思う。グループワークも
楽しかった。夢に向かって頑張っていこうと思う。
【表６】コミュニケーションに対する意識の変化 （単位:人）
質問 どちらかと言えばそう どちらかと言えば違う
授業初回 自分はコミュニケーションが得意である 5 5
授業終了時 授業を受けてコミュニケーションに自信が持て
るようになった
10 0
【図１】着ぐるみを活用したコミュニケーション
能力育成プログラムが高めた学生の力
でまた仲間と考えるうちに、自己満足のためのショー
ではなく、観客に満足を与えることを考えるように
なってくる。このように自己中心的な思考から、外に
思考が広がることが社会に関心を持つことにつながる
重要なポイントだと考える。
③協働達成力
文字通り仲間が協働して達成する力である。一人で
できることには限界があり、協力し合うから良いもの
ができるのである。しかし、台本作りの段階では、誰
かがやってくれるだろうという態度で臨んでいた学生
が、より良いショーにしようと団結していったのはな
ぜだろうか。ひとつには、一人では歩くことが困難な
着ぐるみに入った自分が仲間に助けられる経験を得
て、サポート役となった時に逆に助ける体験を重ねる。
この支え合う体験の積み重ねが協働意識を高めると考
えられる。二つ目には、相互に成長を感じ合うことで
ある。着ぐるみに入ることや MCでの観客とのやり
とり、アクシデント、失敗を一緒に克服していくこと
で、互いに成長を実感できるのである。三つ目のポイ
ントは、観客からエネルギーをもらうことにある。幼
稚園はもとより商店街での着ぐるみショーでも、多く
の子どもたちが集まり、大人も子どもにも笑顔があふ
れる空間となった。自分の行動で相手から笑顔をもら
うことは、幼児期におけるコミュニケーションの大き
な動機である。このことはコミュニケーションの基本
として、コミュニケーション能力に不安を覚える学生
にとっても笑顔をもらうことで自己効力感を高めたこ
とが今回の結果から言える。
④社会関心力
自己を取り巻く社会と自分との関係を考え、その中
で生かされていること、自分が与える影響について関
心を持つ力である。大学内だけなら授業の課題として
ショーを行ったということで終わっていただろう。や
はり幼稚園や商店街での経験が大きいのである。夕涼
み会の催しのひとつとして場所を提供してくれた幼稚
園や、商店街で着ぐるみに着替える場所を提供してく
れた商店への感謝が学生から多く出ている。自分たち
の努力や笑顔が、人々に笑顔を与えた経験は、社会性
を高めることに大きくつながっていると言える。
⑤自己突破力
着ぐるみという未知の体験に一歩踏み出し、やって
みたら意外にうまくいったこと、恥と思っていたこと
が恥ではなかった、ふっ切れた瞬間に心が軽くなって
楽しめたという経験が、壁だと思っていたことが意外
に大したことではないと気づかせるのである。着ぐる
みを着ることで、自分を超えた自分になれる意識を与
え、自信につながっていると思われる。
人は仮面を付け替えるように、その時、その状況に
ふさわしい役割や行動をしていると言える。着ぐるみ
を着たつもりで、自信を持って夢に挑戦することは悪
いことでは決してない。
以上のように、このプログラムによって学生の視点
は、自己→仲間→観客→社会→自己の段階を経て、人
とのかかわりの中で、自己の可能性を再認識させ、挑
戦を促し、さらに人との関係の中で自己成長していく
サイクルを描くことになっているのである。
５．効果をもたらす要因
これまで見てきたように、着ぐるみを用いたこのプ
ログラムは、コミュニケーションに対する積極性と自
信を深める効力を有していると言える。その効果をも
たらす要因は以下の５点にまとめられる。
まずは相互作用である。人は生まれながらにして人
と関わりたいという本能が備わっている。生まれたば
かりの赤ちゃんは立って歩くどころか何も自分ではで
きないため、誰かと接近接触を求める本能を持ってい
る。母親が目と目を合わせて話しかけたり、子どもの
体を触りながら話しかけると、子どもは体を動かして
喜ぶ反応を示す。この相互作用を通して対人能力の基
礎ができるのである。着ぐるみは、この状態を再現す
ることになる。
着ぐるみを着ると言葉を発することはできない。こ
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の状態は言葉を発することができない赤ちゃんと似た
状態となる。そのため仲間と目と目を合わすことで相
手の思いを感じ取ることや、動作で伝えることとなる。
コミュニケーションを育む基本の状態に身を置くこと
で、人と関わることの喜びや、安心感、連帯感を感じ、
コミュニケーションへの積極性が培われるものと考え
られる。
次は、着ぐるみは、意識を外界に向ける作用がある
ことである。思春期から青年期は人生の中で意識が強
烈に内面に向かう時期である。根本は「やがて自我の
成熟によりそれが乗り越えられ、意識が外界に向かう
につれ『自分について』苦しむことが少なくなってい
きます」８）と言っている。
コミュニケーションが得意と思っている学生も、レ
ポートを読むと実は悩んでいることが分かる。着ぐる
みは感覚や動作が制限されるため、外に対してコミュ
ニケーションを取ることを、いつも以上に考え行動に
移さなければならなくなる。そのため自分が人からど
う見られているかを意識し、人の意見を聞く必要性が
出てくる。着ぐるみ中に入ることで自己のメタ認知が
起こると同時に、意識が外界に向くようになると考え
られる。
また着ぐるみを着てショーや子どもたちと触れ合う
ことで、自分の行動が観客を笑顔にし子どもたちを喜
ばす経験も伴う。河地は「近年どこの国においても、
子どもは自分が役に立つ存在であることを経験する機
会をあまり持たなくなった。昔は親が子どもの助けを
必要としており、さまざまな用事を頼んだ。用事をこ
なすことで家族に喜ばれ、自分は役に立つのだという
思いを持つであろう。その思いが、子どもの自信構築
に重要な役割を果たしたことは容易に想像がつく。豊
かで便利になってしまった今の世の中で、子どもは昔
の子どもに比べて、自分が誰か人のためになるという
思いをあまりもてないのかもしれない」９）と指摘して
いる。
表４にあったように学生は「誰かを楽しませる喜び
を知った」「親子に楽しみを与えられたことが嬉しく
自分も楽しめた」「多くの方に楽しんでもらい、今まで
で一番やりがいを感じた」とあげている。このことは
子どもたちの笑顔で自分が社会の役に立っているとい
う自己効力感を覚え、外界に目を向けていることの表
れと言える。
３点目は、失敗から学ぶことができることにある。
畑村は「創造力を身につける上でまず第一に必要なの
は、決められた課題に解を出すことではなく、自分で
課題を設定する能力です。あたえられた課題の答えの
みを最短の道のりで出していく、いまの日本人が慣れ
親しんでいる学習法では、少なくともいまの時代に求
められている真の創造力を身につけることはできませ
ん」10）と言っている。学生は初めてのことを実行する
過程で当然多くの失敗を経験する。幼稚園での音響の
調整不足といった明らかな準備不足による失敗もあれ
ば、ショーの段取り不足、MCとしての発言が観客の
反応を悪くしたといった自分で見つけ感じ取る失敗も
ある。それらの失敗経験を仲間で共有し、それを次の
改善につなげていくことが大切である。
４つ目はチームワークである。失敗から得た問題を
解決するために、互いにアイデアを出し合い実行に移
すことで、チームとして達成したことを共有していく。
加えて着ぐるみを着た仲間のサポートや、ショーをし
ていないチームもショーをしている仲間のサポートを
する。この中で生まれる信頼感もチームワークを高め
るのである。Seeligは「誰かが負けるからこそ自分が
勝てる、という考えは、非生産的以外の何ものでもな
いと気づきました。世の中では、ほぼすべてのことが
チーム単位で進められています。自分以外の人たちを
成功させる術を知らない人たちは、著しく不利になり
ます。最高のチームプレイヤーは、他人を成功させる
ために労を惜しまないものです」11）と言っている。ま
さしく着ぐるみショーの過程で学ばれることである。
５つ目は、外発的動機が内発的動機に変わってくる
点である。「最初は何かいやだと思ってやっているけ
８）根本橘夫（1999）p.131
９）河地和子（2003）pp.104-105
10）畑村洋太郎（2000）p.11
11）Tina Seelig 高遠裕子訳（2010）p.179
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れども、やっているうちにだんだんとそれ自体に意義
を感じたり、それ自体が面白くなってくる」12）ことが
ある。外発的動機ではなく、内発的動機が育つと子ど
もは伸びると言われている。学生は、着ぐるみを着た
くて授業を履修した者もいるが、反対に着ぐるみを着
ることが何となく恥ずかしいとか、ばかばかしい、面
倒くさいと着ることに抵抗感を持っていた者もいる。
しかし最後は楽しめる自分に変化している。第１段階
で、誰も着ぐるみショーの台本を考えてこなかったこ
との背景には、誰かがやるだろうという人任せの考え、
未知への挑戦へのあきらめもあったのではないだろう
か。それ故に授業を終えた時に、表５にあるとおり何
かにチャレンジしたいという新たな思いが出てきたの
ではないかと考えられる。
６．おわりに
今回は10名の女子学生による研究結果から、着ぐる
みを活用したコミュニケーション能力育成プログラム
の効果を検証した。
着ぐるみは見て楽しむだけのものでなく、着る人、
サポートする人に心理的な作用を及ぼすものであるこ
とを明らかにできたものと思われる。さらに実践と研
究を深め、新しい視点での教育手法の確立を目指した
い。
本研究は JSPS科研費24653182の助成を受けたもの
である。
〔編集委員会注〕
本稿は2013年２月に投稿を受理、第17巻に掲載予定
でしたが、編集委員会の不手際により第19巻に掲載さ
れることになりました。投稿内容については投稿を受
理した時点と一切変更はありません。
投稿者ならびに関係者には多大の御迷惑をおかけ致
しました。記してお詫び申し上げます。
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